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１．テーマ検証_東日本Bブロック内アンケート
～高度化法で企業のリサイクル率が上がると思うか～

分からない
76.5％

令和6年8月実施

思う
or 思わない
orその他

東日本Bブロック

２．活動実績_施設見学

㈱プラニック様

㈱プラニック_硬質プラR
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２．活動実績

東日本Bブロック

巖本金属㈱

２．活動実績_施設見学

㈱浜田様、巖本金属㈱様

㈱浜田_太陽光パネルR・おむつR
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２．活動実績_法律理解、現状把握

●環境省水島課長補佐ご講演
●動脈産業の方々との意見交換会
旭化成㈱様
三井化学㈱様
住友化学㈱様
三菱ケミカルグループ㈱様
UBE㈱様

「バージン材と再生材
はもったいなくて
混ぜられない」

「まずはRPFの
原料レベルの
プラ活用かな」

「ブランドオーナーの
意向が重要」

東日本Bブロック
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３．東日本Bブロックのアイデア
自動車業界に向けたリサイクルプラすり合わせ基準の作成

数 量現 状ランク

197万t
マテリアルR ＆
ケミカルR

550万ｔサーマルR、単純焼却

24万ｔ埋立梅
771万ｔ計

（出典）2023年プラスチックマテリアルフロー図
プラスチック循環利用協会

におい
NG

ELV（廃自動車）規則案
ベースの必要な

再生プラスチック量

18.7万ｔ

（出典）環境省自動車向け再生プラスチック
市場構築のための産官学コンソーシアム
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４．高度化法の理解

廃 棄 物 処 理 法

廃棄物処理法を基礎とし、資源循環を目的とした法律

東日本Bブロック

４．ブロック内アンケート（2回目）

～高度化法に前向きに取り組んでいきたいか～

①事業形態
の高度化

②分離・回収技術
の高度化

③再資源化工程
の高度化

はい
68.5%

いいえ
はい
50%

いいえ はい
62.5%

いいえ

令和7年1月実施
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該当する
87.5%

該当
しない
12.5%

～特定産業廃棄物処分業者に該当するか～

※特定産業廃棄物処分業者とは
・産廃処分量が 10,000t/年以上
・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類処分量が1,500t/年以上

【制度創設目的】
・資源循環の促進に向けた
情報基盤の整備

・製造業者とのマッチング機会の
創出

令和7年1月実施４．ブロック内アンケート（2回目）

東日本Bブロック

プラットフォームに関する情報（概要）
・プラスチック素材のライフサイクル管理システム
from NEC

・Ouranos Ecosystem（ウラノス・エコシステム）
from 経産省 人材不足、脱炭素

・情報流通プラットフォーム
from 環境省

Etc・・・

５．継続的な情報収集
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令和7年 2月1日施行

令和7年11月頃

５．継続的な情報収集

（出典）資源循環の促進のための再資源化事業
等の高度化に関する法律について

東日本Bブロック

国

地方
公共団体

事業者

国民
消費者

廃棄物
処分業者

６．最後に

（出典）資源循環の促進のための再資源化事業
等の高度化に関する法律について
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ご清聴
ありがとうございました

ご 講 演 ：環境省水島課長補佐、
意見交換会：旭化成㈱様、三井化学㈱様、住友化学㈱様、

三菱ケミカルグループ㈱様、UBE㈱様、
見 学 先 ：㈱プラニック様、㈱浜田様、巖本金属㈱様
財団、経営塾OB会員の皆様 etc.


